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まるごと�

　
上
県
町
佐
須
奈
で
、
3
月
15

日
、
社
会
福
祉
協
議
会
上
県
支

所
主
催
に
よ
る
空
き
缶
清
掃
が

行
わ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
や
民
生
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
含
め
て
約
40
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
で
3
回

目
と
な
る
こ
の
空
き
缶
清
掃
事

業
は
毎
年
3
月
に
行
わ
れ
て
お

り
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分

金
事
業
の
一
環
で
清
掃
活
動
を

通
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
や
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
清
掃
区
間
は
、
佐
須
奈
の
ど

う
坂
付
近
か
ら
仁
田
地
区
に
か

け
て
の
国
道
沿
い
で
、
こ
の
日

は
2
t
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
と
軽

ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
の
ゴ
ミ
が
集

め
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協

議
会
上
県
支
所
は
、
少
し
で
も

対
馬
市
民
に
、
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
え
る

様
、
今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　
上
対
馬
町
五
根
緒
地
区
で
、

3
月
27
日
、
五
根
緒
ト
ン
ネ
ル

貫
通
式
が
行
わ
れ
、
市
長
を
は

じ
め
、
地
区
の
住
民
、
工
事
施

工
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
、

ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
を
祝
い
ま
し

た
。五

根
緒
漁
港
か
ら
市
道
ど
う

坂
線
に
繋
が
る
市
道
五
根
緒
線

は
、
幅
員
が
3
ｍ
〜
4
ｍ
程
で
、

急
カ
ー
ブ
急
勾
配
の
連
続
し
た

道
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
五

根
緒
漁
港
関
連
道
整
備
工
事
の

一
環
で
、
五
根
緒
地
区
か
ら
舟

志
を
結
ぶ
道
路
を
整
備
す
る
た

め
に
行
わ
れ
て
お
り
、
工
事
区

間
全
体
の
長
さ
は
2
9
2
0
ｍ

で
、
こ
の
う
ち
9
3
0
ｍ
は
現

在
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
貫
通
し
た
ト
ン
ネ
ル
は
、

平
成
20
年
9
月
29
日
に
着
工
さ

れ
、
平
成
21
年
11
月
2
日
完
成

予
定
で
す
。
車
道
幅
員
5
・
5

ｍ
、
全
長
1
4
4
ｍ
と
な
っ
て

お
り
、
供
用
開
始
は
平
成
24
年

度
末
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
が
完
了
す
る
と
、
距

離
は
9
4
1
ｍ
、
時
間
に
し
て

約
3
分
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
五
根
緒
地
区
の
住
民
は
、
こ

の
道
路
が
開
通
す
る
と
、
通
勤

・
通
学
が
便
利
に
な
り
、
道
も

良
く
な
る
た
め
、
開
通
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
4
月
8
日
、
島
内
の
高
校
で

一
斉
に
入
学
式
が
行
わ
れ
、
今

年
は
島
内
3
校
あ
わ
せ
て

3
0
1
名
が
高
校
生
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。
長
崎
県
立
上

対
馬
高
等
学
校
で
は
、
男
子
30

名
と
女
子
21
名
、
合
わ
せ
て
51

名
が
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　
入
学
式
は
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
と
、
在
校
生
ら
に
よ

る
拍
手
に
出
迎
え
ら
れ
ス
タ
ー

ト
し
、
式
辞
で
は
、
富
永
　
享

校
長
が
「
自
分
で
つ
と
め
励
む

自
彊
、
自
分
の
力
で
わ
が
ま
ま

を
お
さ
え
る
自
律
、
自
分
自
身

を
観
察
し
反
省
す
る
自
称
。
そ

の
3
つ
の
柱
を
忘
れ
ず
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
と
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
真
新
し
い
制
服
、
新
し
い
友

人
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
希
望

や
決
意
を
胸
に
、
新
入
生
51
名

の
、
新
た
な
学
校
生
活
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

五
根
緒
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
貫
通
式

上
対
馬
高
校
入
学
式

と
み
な
が
　
　
と
お
る

じ
き
ょ
う
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ウ
ニ
漁
最
盛
期

恵
比
須
大
明
神
祭
と

港
ま
つ
り

　
峰
町
の
佐
賀
地
区
で
、
４
月

9
日
か
ら
ウ
ニ
漁
が
始
ま
り
ま

し
た
。
毎
年
、
対
馬
島
内
で
は
、

干
潮
の
3
月
下
旬
か
ら
5
月
上

旬
に
か
け
て
ウ
ニ
漁
が
開
始
さ

れ
、
佐
賀
地
区
は
、
昨
年
よ
り

2
週
間
遅
い
口
あ
け
と
な
り
ま

し
た
。

　
峰
町
の
新
井
勝
則
さ
ん
も
ウ

ニ
漁
を
終
え
、
自
宅
の
作
業
場

で
ウ
ニ
を
割
る
作
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
普
段
は
さ
ざ
え

や
ア
ワ
ビ
漁
を
し
て
い
る
新
井

さ
ん
は
、
ウ
ニ
漁
で
忙
し
く
な

る
こ
の
時
期
、
母
の
邦
子
さ
ん

の
ウ
ニ
割
り
の
作
業
を
手
伝
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
邦
子
さ
ん
は
5
時

間
ほ
ど
か
け
て
、
テ
ボ
2
杯
の

紫
ウ
ニ
を
獲
り
ま
し
た
。
今
年

の
ウ
ニ
は
、
昨
年
に
比
べ
小
さ

く
身
が
少
な
い
が
、
例
年
並
み

の
水
揚
げ
だ
と
漁
業
関
係
者
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
丁
寧
に
身
を
取
り
出
し
、
瓶

に
詰
め
ら
れ
た
ウ
ニ
は
、
直
売

さ
れ
る
他
に
、
島
外
に
住
む
家

族
に
送
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
3
月
29
日
、
豊
玉
町
漁
協
位

之
端
出
張
所
と
荷
捌
き
所
落
成

式
が
、
漁
協
関
係
者
を
は
じ
め
、

県
や
市
の
担
当
者
ら
、
お
よ
そ

50
人
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
大
漁
や
航
海
の

安
全
を
祈
願
す
る
金
毘
羅
祭
り

に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、

位
之
端
地
区
に
所
属
す
る
お
よ

そ
30
隻
の
漁
船
は
大
漁
旗
を
掲

げ
、
落
成
式
に
花
を
添
え
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
小
学

生
ら
に
よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」

の
披
露
や
、
も
ち
ま
き
も
あ
り

地
区
を
あ
げ
て
新
し
い
施
設
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
　

　
漁
協
は
、
燃
油
高
騰
や
魚
価

低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
新
し
い
出
張
所
が
、
地

域
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を
担
い
、
荷
捌
き
所
の
完

成
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
所
得

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
豊
玉
町
の
千
尋
藻
地
区
で
、

4
月
8
日
、
恵
比
須
大
明
神
祭

と
港
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
千
尋

藻
地
区
漁
船
団
に
所
属
す
る
漁

師
や
千
尋
藻
地
区
の
住
民
な
ど
、

約
1
0
0
名
が
公
民
館
に
集
ま

り
、
来
賓
祝
辞
や
演
芸
の
披
露

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
恵
比

須
大
明
神
祭
と
港
ま
つ
り
は
、

千
尋
藻
地
区
漁
船
団
に
所
属
す

る
漁
船
の
、
航
海
の
安
全
と
大

漁
を
願
う
た
め
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
大
漁
旗
を
掲
げ
た
約
50
隻
の

船
団
は
、
沖
合
で
、
漁
業
の
神
・

水
難
除
け
の
神
と
し
て
、
日
本

で
古
代
か
ら
信
仰
さ
れ
て
き
た

恵
比
須
様
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
昨
年
と
一
昨
年
は
、
悪
天

候
の
た
め
中
止
さ
れ
た
こ
の
漁

船
パ
レ
ー
ド
で
す
が
、
今
年
は

天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
漁
船
パ
レ
ー
ド
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
、
千
尋
藻

地
区
の
住
民
達
、
そ
し
て
、
パ

レ
ー
ド
に
参
加
す
る
漁
船
に
乗

船
し
た
乙
宮
小
学
校
の
5
・
6

年
生
の
児
童
た
ち
は
、
普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
約
50
隻

の
漁
船
が
列
を
組
ん
で
走
行
す

る
姿
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
民
館
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、

今
年
の
漁
業
の
成
功
を
願
い
、

恵
比
須
様
に
向
か
い
、
再
度
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

位
之
端
出
張
所
と

　
荷
捌
き
所
落
成
式
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厳
原
交
番
開
所
式

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
が

　
　
　
2
便
に
増
便

美
津
島
町
女
護
島
に

　
「
ふ
じ
丸
」
入
港

　
４
月
３
日
、
美
津
島
町
女
護

島
に
豪
華
客
船
「
ふ
じ
丸
」
が

入
港
し
ま
し
た
。

　
ふ
じ
丸
は
、
総
ト
ン
数
2
万

3
千
2
百
35
ト
ン
、
全
長

1
6
7
メ
ー
ト
ル
、
幅
24
メ
ー

ト
ル
、
船
客
定
員
は
、
1
6
3

室
6
0
0
名
に
及
ぶ
日
本
初
の

大
型
豪
華
客
船
で
す
。

　
徳
島
県
小
松
島
港
か
ら
対
馬

を
経
由
後
、
韓
国
釜
山
へ
向
か

い
、
再
び
小
松
島
港
へ
戻
る
３

泊
４
日
の
ク
ル
ー
ズ
で
す
。

　
ふ
じ
丸
船
内
で
行
わ
れ
た
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
乗
船
客

の
代
表
者
へ
花
束
や
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
齊
藤
勝
行
副
市
長
が

「
国
境
の
島
対
馬
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
対
馬
の
歴
史
観
光

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
乗
船
客

は
、
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
で
対
馬

へ
上
陸
し
て
、
万
松
院
や
和
多

都
美
神
社
な
ど
対
馬
の
名
所
巡

り
を
楽
し
み
、
こ
の
日
の
夕
方
、

次
の
目
的
地
、
韓
国
釜
山
へ
向

か
い
ま
し
た
。

　
燃
油
価
格
の
高
騰
や
利
用
客

の
減
少
な
ど
が
原
因
で
、
平
成

20
年
11
月
5
日
か
ら
1
便
体
制

の
運
航
と
な
っ
て
い
た
ジ
ェ
ッ

ト
フ
ォ
イ
ル
が
、
平
成
21
年
4

月
1
日
か
ら
増
便
し
、厳
原
港
発

着
の
2
便
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
便
体
制
に
戻
り
、
初
め
て

の
運
航
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、

55
人
が
午
前
7
時
55
分
発
の
博

多
行
き
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
を

利
用
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
中
に
は
、
島
内
外

か
ら
の
転
校
や
転
勤
、
ま
た
対

馬
へ
の
里
帰
り
を
終
え
島
外
へ

帰
省
す
る
人
な
ど
も
お
り
、
利

用
者
以
外
に
も
見
送
り
に
来
た

人
々
で
港
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
地
域
安
全
を
守
る
べ

く
、
厳
原
町
今
屋
敷
に
、

厳
原
交
番
が
完
成
し
ま

し
た
。
4
月
2
日
、
交

番
の
完
成
を
祝
い
開
所

式
が
行
わ
れ
、
対
馬
南

警
察
署
の
関
係
者
や
地

区
住
民
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
対
馬
南
警

察
署
石
見
屋

力
署
長

が
「
今
後
の
地
域
の
安

全
セ
ン
タ
ー
と
し
て
皆

さ
ん
の
期
待
に
答
え
る

為
、
努
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
厳
原
交
番
は
、
旧
小

浦
交
番
を
現
在
地
に
新
築
移
転

し
た
も
の
で
、
こ
の
移
転
に
伴

い
、
名
称
も
新
た
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
階
の
外
観
は
石
づ
く
り
に

な
っ
て
お
り
、
会
議
室
や
相
談

室
な
ど
旧
小
浦
交
番
に
比
べ
ゆ

と
り
の
あ
る
設
計
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
厳
原
町
の
繁
華
街
に
建
て
ら

れ
た
こ
の
厳
原
交
番
は
、
今
後
、

地
域
安
全
を
見
守
る
為
の
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

い
わ

み

や
　

つ
と
む
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　朝日新聞社と（財）森林文化協会が人々の暮らしによって育ま
れたすこやかで美しい里を選ぶ「にほんの里100選」に厳原町豆
酘が選ばれました。暮らしが生み出した特色ある「景観」、かつ
て里でよく見かけた動植物が今もすこやかに生息し、生育・生
息環境の再生を試みる「生物多様性」、景観や生き物を支え、
里のめぐみを生かす暮らしを営み、そうした暮らしを築き持続
させようとする人々の「人の営み」を基準に選定され、全国か
ら4,474件の応募がありました。
　豆酘地区は、海士による潜水漁や赤米栽培、神事の伝承など
古くから伝わる文化を残し、里山を利用した養蜜、在来種ソバ
の栽培も盛んな地区で、暮らしによって育まれてきたぬくもり
を漂わせる地域全体の雰囲気の良さが評価されました。

　国土交通省が４月10日、島の暮らしや人々の営みがわ
かり『島の宝』として、次世代に引き継ぎたい島の景観
として「島の宝100景」を選定しました。全国一般の人か
ら計547件の応募があり対馬の「ツシマミツバチ・蜂洞」
と「鰐浦地区のヒトツバタゴ」が選ばれました。
　同省が全国26都道府県にある96離島の自然や生活の風
景を、観光PRにつなげてもらいたいと企画されたもので、
選定された100景については、認定証が発行されます。

にほんの里100選に「厳原町豆酘」が　

島の宝100景に「鰐浦地区のヒトツバタゴ」などが

伝承される豆酘の赤米神事�

■スタッフの紹介

○武末祥人所長（写真中央）
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○阿比留忠明
　1966年5月18日生まれ。浦浜小学校、鴨居瀬中学校、佐世保高専を経て長崎ウエスレヤン
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ライパンひとつでどこまでやれるか奮闘中。

○早田優子
　1974年8月12日生まれ。厳原小学校、厳原中学校、対馬高校、兵庫教育大学卒業。印刷会社、
出版社、編集プロダクションで、編集者・ライターとして経験を積んだ後、フリーランス。
2008年4月にＷＥＢサイト『対馬の樹』を開設し、7月に「対馬市応援団」のメンバーに認定さ
れる（現在は休止中）。ブログ「対馬市福岡事務所レポート」担当。実家は美津島町尾崎にあり、
たまに帰って美味しいものを食べたり飲んだり、海や山で遊ぶ。

�
〒812-0011  福岡市博多区博多駅前2丁目12-26福岡Dビル11F�
TEL/092-481-6411�
ブログ/『対馬市福岡事務所レポート』　http://tsjfuk.exblog.jp/�
スタッフ/武末祥人・阿比留忠明・早田優子�
�

対馬市福岡事務所�
レポート�

　2009年4月10日、福岡市博多区博多駅前に対馬市福岡事務所がオープン
しました。メンバーは、武末祥人、阿比留忠明、早田優子の3名で、福岡をはじ
めとする北部九州圏域を対象に、対馬の観光・物産のPRや企業誘致、情報収
集などを行ってまいります。�
　現在（4月中旬時点）の主な業務は、福岡のメディア、旅行、流通などの企業
との情報交換や広報活動です。また、秋からの本格稼動に向けて、福岡事務所
の事業コンセプトや計画を練っているところです。リアルタイムの状況につ
いては、ブログ「対馬市福岡事務所レポート」をどうぞご覧ください。�

たけすえよしと

あ び る ただあき

そ う だ ゆ う こ

〈お知らせ〉�
　6月号より、福岡事務所のスタッフが福岡
で触れた対馬の素敵なものや人などを紹介
する「スタッフおすすめ！福岡で見つけた“対
馬のいいもの”」という連載をスタートします。
取材して欲しい人や場所などありましたら、
お知らせください。みなさまからの情報をお
待ちしています。

■この春、対馬市福岡事務所がオープン！�
�
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　ジェットフォイル減便に関する、上対馬町での説明会の折りに、北部対馬航路の改善を求める多くの意見が
出されました。このような意見を正確に把握し、航路運航事業者に改善を求めていくために、上対馬町、上県
町の市民の皆さんにご協力いただき、「北部対馬航路に関するアンケート調査」を実施し、その集計結果がま
とまりましたので、お知らせします。今回の結果を踏まえて、北部対馬航路の改善に向け、対馬市航路対策協
議会に諮り、航路運航事業者との協議を進めていくこととしています。
※アンケート結果は、広報誌の紙面上、特に市民の皆さんにお知らせしたい項目を掲載しています。
　また、全アンケートの集計結果は、６月中に対馬市ホームページでの公表及び市役所地域再生推進本部、各
　地域活性化センター窓口で閲覧ができます。

運航時間が長すぎる

運航時間帯が悪い

他のフェリーと比べて
乗り心地が悪い

運賃が高い

欠航や遅延が多い

乗客定員や貨物積載量が少ない

今のままで不自由は感じない

フェリーの高速化

運航時間の変更

運賃の値下げ

フェリーの大型化

フェリーの乗り心地の改善

現状のままでよい

その他

■平成20年１月～12月までの本土への旅行について�

■「フェリーげんかい」について�

○　フェリーげんかいの現状について思うこと� ○　現在のフェリー航路の改善について要望したいこと�
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図　一番多く利用した交通手段�
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フェリーの高速化、運航時間の変更を

回答数は、1,546件、回収率は42.8％（上対馬町、上県町の全世帯3,614件に配布）

アンケート結果�

○現状（問題点）として、『運航時間が長すぎる』『運航時間帯が悪い』が５割を越えて多く、運賃に対
する問題意識は比較的低い。�
○利用したい運航時間帯については、博多発は22～23時台と現在の運航時刻と変わらないが、比
田勝発は13時発、8時発のニーズが高く、現在の15時台発よりも、早い出航時間が望まれている。�


